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西上　俊彦（三田）

今月の表紙説明

「花山院、菩提寺」

西国巡礼中興の祖

三十三番札所の番外寺として多くの巡礼者がお参

りをされており、なんとも清々しい空気に満ち溢

れた東光山の山頂に花山法皇はこの地に眠って

おられます。海抜400ｍの境内からは三田市街

や好天時には瀬戸内海の小豆島まで一望できま

す。秋の紅葉風景を一度見ていただければ最高

です。

ロータリーの行動計画

2680地区行動計画（2023-2026年）

私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の中で
持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています
ポリオ根絶まであと一歩のところまできたロータリーは、次なる課題に取り組む心構えができています。
より多くの仲間を迎え入れ、より大きなインパクトをもたらし、世界に変化を生み出すための新たなビジョンの実現に向け
て、行動を起こす時が来ています。国際ロータリーとロータリー財団のビジョンを実現するため、今後数年の活動を方向づ
ける四つの優先事項が定められました。

より大きな

インパクト
をもたらす

参加者の

基盤を
広げる

参加者の積極的な

かかわりを
促す

適応力を
高める

•ポリオを根絶し、残さ
れた遺産を活用する
•ロータリーのプログラ
ムおよびロータリーが
提供する体験に焦点を
当てる
•活動成果を挙げ、それ
を測る能力を高める

●ロータリー財団補助金を
活用し、地域社会や世界
で良い変化を生み出すイ
ンパクトのある奉仕プロ
ジ ェ クト を 実 践 す る 。
(ロータリー財団、社会奉
仕、国際 奉仕、奉仕プロ
ジェクト）

●ロータリーのブランドと
公共イメージの向上に努め
る。(公共イメージ、DX推
進小）

●クラブの会員組織強化に努
め、仲間を増やす。(会員維
持増強、クラブ管理運営）

●多様な人々の参加を促し、
DEI（多様性・公平さ・イン
クルージョン）を実現する。
(DEI）

●青少年の活動を支援し、
若いリーダーの育成に努
める。(青少年奉仕、米山
記念奨学、学友、ローター
アクト）

●全クラブが将来のビジョ
ンや行動計画を策定する｡
(行動計画)

●My ROTARYの登録を推
進し、積極的に活用する｡
(クラブ管理運営、DX推
進小)

●地区やクラブが実施する行
事やセミナーに積極的に
参加し、感動的な体験を積
み重ね、ロータリーの理解
を深める。(ラーニング）

●オンライン技術の能力を
高め、社会の変化に迅速
に適応する。(クラブ管理
運営、DX推進小）

●ハラスメントのない環境
作りに努める。(クラブ管
理運営、危機管理）

•会員基盤と参加者の基盤
を広げ、多様化する
•ロータリー参加の新しい
道筋を創り出す
•ロータリーの開放性とア
ピール力を高める
•インパクトとブランドに
対する認知を築く

•クラブが会員の積極的参加を
促せるよう支援する
•価値を提供するため、参加者
中心のアプローチを開発する
•個人的／職業的なつながりを
築く新たな機会を提供する
•リーダーシップ育成およびス
キル研修の機会を提供する

•研究と革新、およびリスク
をいとわない文化を築く
•ガバナンス、構造、プロセ
スを合理化する
•意思決定におけるより多様
な視点を助長するために、
ガバナンスを見直す
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身近にある「経済発展」
今月はロータリーの重点分野のひとつ「地域

社会の経済発展」について、ご一緒に考えてみ
たいと思います。
「経済発展」という言葉は、どうしても国や

世界規模の大きな話題を思い浮かべがちです。
しかしロータリーが大切にしているのは、もっ
と身近な暮らしの中にある小さな変化です。安
心して働ける場があり、子どもたちが未来に夢
を描き、誰もが自分の力を活かして暮らしてい
ける。そうした日常が守られることこそが、地
域社会の経済発展といえるでしょう。

世界が直面する課題
現実には、今も世界で２億人を超える人びと

が失業状態にあります。特に若者や女性、障が
いのある人、難民などが、雇用の機会から取り
残されがちです。教育や職業訓練の不足、社会
保障の欠如も、貧困を生む大きな要因になって
います。ロータリーはこうした課題に目を向け、
持続可能な経済的機会を生み出すことで、人び
とが自分の力で生活を築けるよう支援してきま
した。

小さな一歩が未来を変える
その取り組みはさまざまです。農村では農業

技術を学び、収穫を増やして生活を安定させる。
都市では小口融資を受けて小さなお店を始め、
自立の一歩を踏み出す。若者や女性には職業訓
練を提供し、新しい可能性を広げる。いずれも

「人が自分の力で未来を拓く」ことを支える活
動です。

持続可能な仕組みを育てる
ロータリーが大切にするのは、単に物やお金

を渡すことではありません。水を供給するだけ
でなく、その水をどう使い守っていくかを一緒
に考える。技術を伝えるだけでなく、学んだ人
がそれを活かせる環境を整える。こうした取り
組みが「持続可能な仕組み」を育て、次の世代
にまで続いていきます。

人材育成と継承のリレー
そして忘れてはならないのが「人材育成」と

「次世代への継承」です。私たちが伝える知識
や経験は、受け取った人がさらに次の世代へと
手渡していきます。若者に学びの場をつくるこ
と、地域で挑戦する人を励ますことは、未来を
担う人材を育てる大切なことです。育った人が
また次の人を支えることで、地域の力は連鎖し、
確かな発展へとつながります。

私たちにできること
私たちの活動は、大きな事業である必要はあ

りません。日常の小さな支援や学びの場づくり、
挑戦する人への共感。それらの積み重ねが、地
域に力を与え、未来への希望を育てます。

どうぞ皆さま、「地域社会の経済発展」とい
うテーマを身近に感じてみてください。クラ
ブの活動や日々の関わりの中に、その芽はきっ
と見つかります。その小さな種を大切に育て、
未来の世代に渡していくことが、私たちロータ
リアンに託された大切な役割ではないでしょ
うか。
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そして今月はもうひとつ、私たち日本のロー

タリアンが誇るべき事業である「ロータリー米

山記念奨学事業」について、改めて皆さまに関

心を寄せていただきたく思います。

米山記念奨学事業は、戦後の混乱期に日本を

訪れた留学生を温かく迎え入れ、学びを支援し

た歴史に始まります。日本での学びを通じて、

彼らが将来、母国と日本との架け橋となるこ

とを願った先人の思いが、この奨学制度を形

づくってきました。今日では、毎年950名近い

奨学生が全国で学んでおり、その累計は24,800

人を超えており、その出身国は世界134の国と

地域に及びます。これは世界のロータリーの

中でも日本独自の誇るべきプログラムであり、

まさに「平和の種まき」と呼ぶにふさわしい

活動です。

奨学生たちは単に経済的支援を受けるだけで

なく、カウンセラー制度や世話クラブの存在に

よって、日本の社会や文化、そしてロータリー

の理念に触れる機会を得ています。この交流が

あって初めて、米山奨学の真価が発揮されます。

卒業後、母国に戻った多くの元奨学生たちは、

それぞれの国で要職に就き、日本と世界を結ぶ

信頼の架け橋として活躍しています。

しかしながら、この尊い事業を持続し、さら

に発展させていくためには、私たち一人ひとり

の支援と理解が欠かせません。大切なのは「継

続性」です。どんなに小さな額であっても、寄

付を続けることが奨学生たちの未来を支える力

となり、またその思いは確実に世界に広がって

いきます。

2680地区においても、多くのクラブが米山記

念奨学事業を推進してくださっています。例会

での奨学生スピーチは、ロータリーの理念を再

確認し、国際理解の大切さを実感する貴重な機

会となります。また、クラブ会員と奨学生が家

庭的な交流を持つことで、互いの人生に長く残

る温かな絆が育まれています。

国際情勢が不安定な今だからこそ、米山奨学

の存在意義はますます大きくなっています。国

境を超えて学び合い、語り合い、友情を育むこ

とこそが、平和の基盤を築く最も確かな方法だ

からです。ロータリー米山記念奨学事業は、そ

の先頭に立つ私たちロータリアンの誇りであ

り、未来への責任でもあります。

どうか改めて、クラブでの例会や奉仕活動の

中で、米山奨学事業について話題にしていただ

ければ幸いです。そして一人でも多くの会員が

その意義に心を寄せ、支援の輪を広げてくださ

ることを願っております。
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「2028年審議会代表議員候補者」推薦のお願い

ガバナー　城　　　守（姫路）

審議会代表議員指名委員長　髙瀬　英夫（西脇）

「2028年審議会代表議員候補者」推薦のお願い

　地区内各クラブは、RI細則9.050.および12.030.3.の
規定に基づいて、自クラブに所属する会員で、RI
細則9.020.の各項目に適合する最適任の会員であれ
ば、１名に限り2028年審議会代表議員候補者とし
て、指名委員会に推薦することができます。

■審議会代表議員の資格
代表議員と補欠議員の候補者は、以下の条件を
満たしていなければなりません：
・地区内クラブの会員であること
・選挙時に、RI役員（地区ガバナーなど）を全

期務めたことがある者。現職のガバナーは候
補者となる資格がありません

・RI細則15.060.1.項と15.060.4.項に従い、ガバ
ナーを務めてから１年以内に、地区内の各ク
ラブに対し、独立検査を受けた地区の年次財
務表および財務報告書を提出していること

・代表議員の任務と責務を理解し、これを果た
すための資格と意思、および能力を持ち備え
ていること

■必要書類
　推薦書式に基づいて作成し、提出して下さい。

■提出期限
　2025年11月５日(水）
　※期日厳守でお願いいたします。

■提出先
　〒650-0046　神戸市中央区港島中町６-10-１
　神戸ポートピアホテル　722号室 地区事務所内
　審議会代表議員指名委員長　髙瀬 英夫（西脇）
　Eメール：rid2680@abelia.ocn.ne.jp

※指名委員会は、候補者の中から最適任者と考え
るロータリアンを、2028年審議会代表議員とし
て指名いたしますが、その選択の範囲は、地区
内クラブから推薦された候補者に限定されるも
のではないことをご了承下さい。

2028年審議会代表議員（任期2026/１/１～2028/６/30）候補の選出について
ガバナー　城　守（姫路）

３年に１回開催される国際ロータリー（RI）の規定審議会は、ロータリーの組織規定（RI定款、RI細則及び
標準ロータリークラブ定款）の改正を審議し、ロータリーのいわば「国会」とでもいうべきもので、ロータリー
クラブ及びその会員の考え方をロータリーの組織、運営に反映するための重要な会合です。また、決議審議会は、
RI理事会及びロータリー財団管理委員会（TRF）に対し、ロータリーの運営に関する決議を求めるもので、毎
年１回開催され、電子投票方式で審議されます。

このような規定審議会や決議審議会に参加し、審議する役割を担うのが、各地区から１名選出される代表議
員です。2026年１月１日から2028年６月30日までの任期を務める代表議員を選出し、これを2025年12月31日ま
でにRIに報告する必要があります。

この代表議員は2026年と2027年の決議審議会並びに2028年規定審議会で地区を代表します。
当地区では審議会代表議員の選出は、RI細則の審議会代表議員選出規定に従い、指名委員会の手続きによっ

て次のように行うことにしました。
１．RID2680における審議会代表議員の選出方法

⒜指名委員会の構成：地区ガバナー指名委員会に準ずる。
⒝指名委員会の職務権限：ガバナーが定め、クラブに通知した期限までに指名委員会が受理した審議会代表

議員候補者を含めて、地区内の会員の中から審議会代表議員として求めうる最適任の候補者を探し出し、
指名する。併せて、補欠議員を指名する。

２．審議会代表議員の選出手順
⒜ガバナーは、クラブに対して審議会代表議員候補者があれば、指名委員会宛に推薦書を提出するよう要請

する。この通知は、推薦書が指名委員会に受理される期日の少なくとも２か月前に地区内のクラブに送付
されていなければならない。その通知には、推薦書の送付先と提出期限が記載されていなければならない。
また、この推薦は、候補者を推薦するクラブの例会で採択された決議の形式で提出されなければならない。
さらに、決議はクラブ会長および幹事によって正式に証明されなければならない。なお、クラブは、自ク
ラブに所属する会員を１名だけ代表議員に推薦できる。

⒝期限
・クラブへの審議会代表議員候補者選出に関する通知　　　　　　：2025年９月１日
・クラブからの審議会代表議員候補者推薦書の提出締切　　　　　：2025年11月５日
・指名委員会による審議会代表議員および補欠議員指名の決定期限：2025年11月28日

　これに伴い、各クラブには審議会代表議員候補者があれば、指名委員会宛に推薦を提出していただくことが
要請されています。推薦要領は次の通りです。
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公式訪問報告 及び 会長方針

開催会場：西脇ロイヤルホテル
会長方針：ロータリアンの自覚と誇りをもってロータリーライフを楽しもう

開催会場：ホテル日航姫路
会長方針：良き伝統の上に、みんなで新時代のクラブを目指そう

開催会場：都ホテル尼崎
会長方針：環境適応！親睦の力で目の前の世界を楽しもう！

開催会場：ホテルヒューイット甲子園
会長方針：クラブメンバーとの友情を深め、さらに魅力あるクラブへと成長しよう

開催会場：都ホテル尼崎
会長方針：友情の輪を広げよう

開催会場：加古川商工会議所会館
会長方針：「ロータリーで感動を！」

西脇ロータリークラブ

姫路南ロータリークラブ

8/4
㈪

8/18
㈪

ロータリアンは各種業種を
代表する者の集まりである
との自覚と誇りを持ち、職
業倫理を高め、社会等への
奉仕に努めましょう。ロー
タリークラブは、「奉仕す
る人を育てる団体」である

と考えていますし、「楽しくなければロータリーじゃ
ない」とも思います。会員間の親睦を第一として、
楽しみながら相互に研鑽して奉仕の心を育み、多く
の仲間を集め、楽しみながら地域へ「奉仕の精神」
を広げていきましょう。（会長：吉田 康志）

本年度の姫路南ロータリー
クラブのクラブ方針は、「良
き伝統の上に、みんなで新
時代のクラブを目指そう」

（INNOVATE ON GOOD 
TRADITION）というもの
です。「親睦の南」として

受け継がれる精神は、大切な当クラブのDNAです。
その上に、変化する時代・環境に合わせた新しいク
ラブを作る必要があると考えます。クラブの進化の
ためにはまず会員増強に力を入れることが絶対条件
です。そして、健全なクラブ財政を構築していくこ
とが必要だと考えています。（会長：山田 直樹）

当クラブは本年度末に親ク
ラブと合併をする予定で
す。デ・カマルゴ氏が説か
れた「革新こそが変化する
この世界に私達が適応する
手段なのです」、城守ガバ
ナーの「手に手つないで革

新的な行動をしよう！」の行動指針と照らし合わせ
ると、当クラブは合併という革新的な行動で環境適
応をします。本年は当クラブにとって変化の激しい
１年となります。変化は時としてエネルギーを消耗
しますが、親睦を原動力にこの１年間を堪能しま
しょう。（会長：綾野 高謙）

会員の維持と増強のため
に、クラブは何をすべきか
を考えたとき、私はクラブ
会員同士の友情を深めさら
に魅力あるクラブへと変革
していく事が重要であると
考えました。また入会歴の

浅い会員が早くなじめるように、それぞれの会員が
交流を持ち孤独を感じさせない心配りと工夫が大切
であると考えました。そして「クラブメンバーとの
友情を深め、さらに魅力あるクラブへと成長しよう」
という方針を掲げました。（会長：川西 繁男）

成長、奉仕、繋がりを大切
にして、全会員で協力しな
がら新しい会員の招致を行
いましょう。世の中の急
速な状況変化に対応するた
めには、「進化」が必要で
す。既存の枠にとらわれず、

様々な形の活動を試みましょう。活動は連携して行
い、長期的な成功の土台を築いていくことが大切で
す。ロータリー会員は、連携することで大きな成果
をもたらします。ロータリーの財産は会員です。大
きな成果を得るためにも、友達の輪を広げましょう。

（会長：玉山 善博）

私たちに奉仕の心を授け、
倫理を提唱していく団体、
即ちロータリアンの心の
開発を第一義とする団体が
ロータリークラブである。
自分のクラブに誇りをもっ
て、誉れ高きロータリーク

ラブの運動に積極的に取り組んで、この地域社会か
ら必要とされ、期待される加古川中央ロータリーク
ラブを創造しよう。その結果、私たち自身、豊かな
ロータリーライフを楽しみましょう。その先に世界
がつながっている「ロータリーで感動を！」

（会長：井上 孝明）

尼崎中ロータリークラブ
8/6
㈬

尼崎西ロータリークラブ
8/5
㈫

加古川中央ロータリークラブ
8/7
㈭

西宮夙川ロータリークラブ
8/8
㈮

4 2025-26 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.4



開催会場：宝塚ホテル
会長方針：ロータリーの原点に戻りましょう

開催会場：伊丹商工会議所会館
会長方針：明るく、楽しく、凛としたクラブを作ろう

開催会場：三井住友銀行洲本支店
会長方針：ロータリーを見つめ直そう

開催会場：ホテル竹園芦屋
会長方針：芦屋イズム～歴史と誇りを紡ぐ～

開催会場：姫路商工会議所
会長方針：ロータリーにチャレンジ＆革新を

開催会場：マルミヤ電化ビル
会長方針：会員拡大は楽しいクラブが大事

８月20日、城守ガバナー
に公式訪問をしていただ
き、誠にありがとうござい
ました。当クラブの会員数
は衛星クラブを合わせまし
て44名、そのうち13名が
女性です。女性の比率が高

く、とても和やかな雰囲気の下で活動しておりま
す。ロータリーの原点は例会でありますので、親
睦と奉仕をバランスよく実践していき、高齢社会
の現実を注視し、未来のロータリーのありかたを
模索していきたいと思います。（会長：川添 裕照）

今年度はクラブ運営方
針として「明るく、楽
しく、凛としたクラブ
を作ろう」を掲げた。
具体的には、前年度の
会員減少に鑑み、第一：

ロータリーの基本、伊丹クラブの基本とは何かを見
直す。即ち「職業奉仕とは何か」を再認識する。第二：
クラブの維持だけでなく発展を図る。維持のために、
会員同士の密な交流を図る。増強のために、全会員
が協力する。これらを通じてクラブ維持だけでなく
生成発展することを目指したい。（会長：池信 秀明）

今年は洲本ロータリークラ
ブは創立70周年の節目の
年になります。原点に戻っ
て参加者が増えるよう魅力
ある例会を開催します。楽
しい雰囲気と食事、卓話、
メンバー同士が仕事や趣味

の話が穏やかにできる場所と時間を提供します。ク
ラブ目標は・会員増強純増５名・オープン例会の常
設・70周年記念事業（講演会、式典）実施・インター
アクトの支援・行動計画委員会の設置検討です。こ
れらを目標に今年１年間頑張っていきます。

（会長：木戸 清隆）

当クラブは日本唯一の「国
際文化住宅都市」芦屋市で
創立し、本年で66周年を
数えます。本年は米山奨学
生と交換留学生を受け入れ
ており、更には甲南高校と
ともにインターアクト年次

大会を主管させていただきます。45名の会員が「歴
史と品格の芦屋」のスローガンの下、時代の流れ
に対応しつつ、独自の気風を失うことなく、「シン
プルスマート」「調和と独立自尊」を体現したクラ
ブライフの醸成に努めています。（会長：山西 康司）

本年度は城守ガバナー
の行動指針である「手
に手つないで革新的な
行動をしよう！」を受
け、第一目標は会員数
を増やすことにしまし

た。ロータリーの友を増やす事は１人では出来ま
せん。姫路東ロータリークラブの会員全員が一致
団結して長期的に増強にチャレンジして行きたい
と思います。会員にロータリーの事を多く知って
もらいたい、姫路東ロータリークラブに入会して
良かったと思える夢の有るクラブを一緒に創って
行きたいです。（会長：河本 一郎）

会員拡大のために候補者
をインフォーマルミティ
ングにお誘いします。オー
プン例会は初めての方に
は少し仰々しく感じるか
も 知 れ ま せ ん が、 イ ン

フォーマルでは飲食を伴いますので人見知りする方で
あっても打ち解けやすくなるのは確実です。そこで一
気に距離感を短める事が出来、会員各員のお人柄も見
えて入会に向けて心を動かす事が出来るのでは無いか
と思っております。クラブの例会場を含むインフォー
マルを毎月行い、発言自由な未来委員会も利用し、会
員拡大に注力します。（会長：木戸 星一）

宝塚ロータリークラブ
8/20
㈬

姫路東ロータリークラブ

川西ロータリークラブ

8/18
㈪

8/22
㈮

洲本ロータリークラブ
8/19
㈫

芦屋ロータリークラブ
8/20
㈬

伊丹ロータリークラブ
8/21
㈭
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開催会場：カルチャールームユタニ
会長方針：ロータリーを楽しもう　そして高めよう

開催会場：赤穂商工会館
会長方針：With ROTARY ロータリーと共に

開催会場：ホテルヒューイット甲子園
会長方針：街にしあわせを、クラブにときめきを、～新たな価値を求めて～

開催会場：丹波篠山市商工会館
会長方針：「和をもって善をなす」～ Do good with harmony ～

開催会場：尼崎商工会議所
会長方針：手に手つないで共に歩もう

開催会場：ホテルキャッスルプラザ
会長方針：手に手つないで Be Rotarian

三田ロータリークラブ
8/26
㈫

未だ余韻の残る安行英文ガ
バナー年度、そして今年度
は西上俊彦ガバナー補佐年
度、又、創立65周年でも
ある。10名と少ない会員
数だが、メンバー、活動共
大変充実したロータリーラ

イフを過ごしている。特に青少年奉仕活動ではどの
クラブにも負けない、と自負している。ただ、一人
に対する負担は厳しく、例会場や会費減額等の見直
しを進めてきた。少人数のクラブの増強は大変困難
だが、これからの時代に合った三田RCをぜひ実現
させたい。（会長：柴田 茂徳）

普段の生活の中で、ロータ
リーをどのくらい意識して
いるでしょうか。仕事をし
ている時や、運転中、スポー
ツをしたり、家族と過ごし
ている時間。どんな時でも
心の片隅にはロータリーと

共にあることを意識していきたいと考えます。当ク
ラブで第72代目の会長として、その責務を果たす
べく、様々な親睦活動や奉仕事業に参加し、そして
何よりロータリーメンバーと一緒に楽しむこと。心
の中はいつもロータリーと共に。（会長：田原 正訓）

本年度、西宮R.C.は創立か
ら89年目の年になります。
この長い歴史を振り返り、
ロータリアンとして「今、
何ができるのか…」「今、何
をすべきか…」本年は過去
の事業を検証しながら、新

しいことにもチャレンジし、翌年に迎える創立90
周年に向けての大きな事業に繋げてまいります。ま
た、私たちのクラブは親睦をとても大切にしてきま
した。あらゆる事業が親睦に始まり親睦に終わる、
そういった魅力のある心ときめくクラブになるよう
に心掛けてまいります。（会長：中島 清）

2025-26年
度 方 針「 和 を
も っ て 善 を な
す」は、聖徳太
子の「和」と釈
迦の「衆善奉行」

を理念に、調和と善行を重んじる姿勢を示すもので
す。友情を深め会員を増やし、互いの強みを活かし
ながら魅力あるクラブづくりを進めます。奉仕を絶
対的な「善」と自覚し、時代のニーズを捉え継続的
に実践することが大切です。極端を避け中道を保ち、
無理なく調和ある活動を行うことで、持続可能で実
りある奉仕を実現します。（会長：飯田 天祥）

私は2014年７月に入会し
12年目となりますが、ク
ラブでの活動を通じての出
会いや様々な経験は大変貴
重なものだと感謝しており
ます。この貴重な経験を
もっと多くの方と分かち合

い、クラブそして尼崎に貢献できる会員を増やし
ていくことが使命と考えます。75周年を迎える次
年度の土台となる１年にするためにも長期運営研
究会を更に充実させ、変化を恐れず継続して成長
していけるクラブを目指します。（会長：伊口 隆弘）

本年度、明石ロータリー
クラブは創立75周年を
迎えます。伝統を継承し
つつも、変化を恐れるこ
となく、新たな伝統づく
りに挑戦したいと思いま

す。また、奉仕を実践してこそ真のロータリアン
であるとの考えに基づき、地域社会において、ロー
タリークラブに何ができるのかを絶えず考え、貢
献し続けることができるクラブを目指していきた
いと思います。（会長：濱﨑 誠二）

赤穂ロータリークラブ
8/28
㈭

明石ロータリークラブ
9/3
㈬

篠山ロータリークラブ
8/27
㈬

尼崎ロータリークラブ
9/1
㈪

西宮ロータリークラブ
9/2
㈫
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公共イメージ委員会より「正しくロゴを使って認知度UP ➡ 会員増強へ」

　ある調査によればロータリーを認知している人は約６割いるものの年齢層が高く、していない人は
若年層という厳しい結果でした。また、ロゴの認知度は約２割とのことです。
　認知度を高め、ブランドイメージを維持するためにも正しいロゴの使い方をマスターしましょう。

★世代間の認知ギャップを解消するべく若年層に向けたコミュニケーション戦略を
★消極的な広報活動からより積極的に魅力や活動を伝える主体的広報活動へ
★各クラブのプロジェクトをより広く伝え、より多くの人を巻き込むことで持続的にイメージ向上

を図りましょう。

＊詳しい説明はWebでMy ROTARYをひらいて「ロゴ」で検索すれば出てきます

地区公共イメージ委員会でお手伝いできること

― 公共イメージ向上を活動の中心に ―

★ SNS開設、ホームページ開設のアドバイスや運用のフォロー
★ ポスター、チラシ等を作成するときの正しいロゴの使い方チェック
★ メディアとの連絡窓口の紹介
★ 広報活動の卓話（SNSの利用促進についてや事例紹介など）

『正しくロゴを使って認知度UP ➡ 会員増強へ』
― あらゆる機会を使ってロータリーロゴの露出を ―

誤った使用：以前のロータリーロゴは使用しないでくださ
い。唯一の例外は、2013年７月以前の出来事に関連する
歴史的な写真に表示される場合のみとなります。

➡

➡

➡

➡

正しい使用：クラブでロゴを使用する際は、ロータリー公
式ロゴを単体で使用するのではなく、クラブ名、地区番号、
またはゾーン番号を入れたロゴを作成してください。複数
のクラブ、地区、ゾーンが協力したことを表すロゴでは、
複数のクラブ名（または地区番号、ゾーン番号）を入れる
ことができます。
特定地域のすべてのクラブや地区が関与している場合、地
理的な範囲を識別する言葉を入れることができます。
誤った使用：クラブ名、地区番号、またはゾーン番号を入
れずに公式ロゴを単体で使用しないでください。これは、
プロジェクトやイベントが国際ロータリーによって運営ま
たは主催されていることを示すことになります。

正しい使用：公式ロゴの下に追加するのは、クラブ名、地
区番号、ゾーン番号、または公式のロータリー組織名のみ
誤った使用：公式ロゴの下にそのほかの言葉（クラブの標語、
イベントのテーマなど）を追加したものを使用しないでく
ださい。そのような情報を資料やデザインに含めたい場合
には、クラブ名入りロゴ以外の場所に表示してください。

正しい使用：組み合わせロゴを作る場合はテンプレートを
使用。複数のパートナー団体や共同スポンサーがいる場合、
組み合わせロゴ以外の場所にそれらを表示してください。
誤った使用：（区切りの）縦線を追加して組み合わせロゴに
複数のパートナー団体、スポンサー、イベント、プログラ
ムを含めないでください。
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インターアクト顧問会並びにインターアクト顧問教諭・ロータリアン合同研修会

８月23日(土）◆西村屋 和味旬彩　参加人数：31名

インターアクト小委員長　藤田　信樹（三田）

暑い土曜日の午後でしたが、城守ガバナー、
白井務子ガバナーエレクトをはじめインターア
クト部の顧問の先生方、又インターアクト小委
員会皆様にご参集いただいた事に感謝いたしま
す。今回の集まりでは、今まで通り活動できな
い「働き方改革」の中での活動をどうしてやっ
ていくのか？を集まった皆様で考え、よい知恵
を出し、又改善点を話し合って下さいと私の方
から意見を出しました。

いつもはHYOGOロータリーEクラブのメン
バーでもある滝川高等学校の福山太一先生に事

情をお聞きしています。折角、多くの先生に来
ていただいたのですから、「こんな事ができれ
ばよりやりやすい」とか「困っていること」を話
し、皆の共通した課題として、先生方に御意見
をお聞きしました。その中で会に対して開催す
る日程の希望があり、11月頃に会長幹事会を
又インターアクトの年次大会を８月にしていた
だければもっと参加しやすい等の意見をいただ
きましたので、今度の委員会で話し合って検討
することにしました。『欠席されている学校は
今回だけの事なのか？』『又顧問の先生がおら
れない学校は、これから決めた顧問先生になる
のか？』『担当のクラブはどうやって学校とコ
ンタクトするのか？』等の問題も残りましたの
で、今後の課題としました。

分科会では、先生方に分かれて話し合ってい
ただき、それぞれの地区での交流会の話が多
かったと思います。その中で豊岡では『イン
ターアクト米を植えておられるので、その刈り
取りに皆に呼びかけ交流できれば』との嬉しい
呼びかけをいただきました。

今回もお忙しい中皆様のお力をいただき、
よい顧問会になりました事厚く御礼申し上げ
ます。

次 第 
 
１．開  会              
２．出席確認 
３．配布資料確認とお願い       地区ＩＡ⼩副委員⻑ 横⼭裕⾏ 
４．挨  拶 
    RI 第 2680 地区  ガバナー              城  守 
    RI 第 2680 地区 IA 委員⻑              藤⽥信樹  
５．インターアクトについての説明       横⼭裕⾏ 

::::::::::::::::::::::::::::::休憩:::::::::::::::::::::::::::::::: 
６.インターアクト顧問・提唱ロータリー関係者合同会議 

ａ）2025-26 年度 インターアクト年間⾏事について 
ｂ）2025-26 年度 IA 年次⼤会について 
ｃ) 次年度以降の IA 年次⼤会について 
ｄ）ブロック活動及び活動⽀援⾦について 
ｅ）その他 

７．分科会（ブロック別会議） 
   ブロックの活動⽅針 本年度ブロック⻑の選出 
８.各ブロック発表 
９.閉会挨拶     RI 第 2680 地区 ガバナーエレクト ⽩井務⼦                 

パワーポイントにてロータリー最新情報やIA基礎知識を共有

8 2025-26 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.4



2025-26年度第１回青少年交換長期来日生オリエンテーション

８月24日(日）◆神戸ポートピアホテル 生田＆淡路島各地　参加人数：43名

青少年交換小委員長　春木　英行（加古川中央）

2025-26年度第１回青少年交換長期来日生オ

リエンテーションを開催いたしました。

城守ガバナーより来日生５名（８月16日・17日

に来日）に地区名札と地区バッジが授与され、

続いて来日生のカウンセラーに委嘱状が授与さ

れました。そして来日生５名が一人５分、日本

語で自己紹介を行いました。その後、来日生に

対して日本で生活する上でのルールや当地区の

規則等の説明をしました。閉会後、来日生歓迎

エクスカーションとして淡路島に向け出発しま

した。

うずしおクルーズ体験では目の前に突然現れ

る大迫力の大渦を観て興奮していました。その

後、淡路じゃのひれオートキャンプ場に入り

バーベキューで親睦を深めました。２日目のプ

ログラム①淡路人形座で日本の伝統芸能の人形

浄瑠璃を楽しみました。②北淡震災記念公園で

は、地震の揺れを体感し、地震の脅威について

学び、防災の重要性を理解しました。③伊弉諾

神宮では拝殿の中に案内していただき、巫女舞

を拝見させていただいた後、神聖なる本殿で玉

串拝礼をしました。

淡路じゃのひれオートキャンプ場、オーナー

の山形収司様（南淡路）、伊弉諾神宮　宮司　

本名孝至様（津名）には貴重な体験をさせてい

ただき本当にありがとうございました。大変お

世話になりました。ロータリーの友情に感謝申

し上げます。

神戸ポートピアホテル 第１回青少年交換長期来日生オリエンテーション

淡路じゃのひれオートキャンプ場にて 淡路人形座にて 伊弉諾神宮にて
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Region 1 , 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS 発行：Region 1 , 2 & 3
RMC、RPIC、RRFC、E/MGA、EPNC
行動計画推進リーダー
国際大会推進チーム

2025年９月号

第１地域 恒久基金／大口寄付アドバイザー　森川 昭正（仙台宮城野RC）

私たちの生き方のエンブレム
第２地域 ロータリー公共イメージコーディネーター　神野 正博（七尾RC）

去る2025年４月27日〜 29日の３日間、
エバンストンにある国際ロータリー本
部において、2025年度グローバル・フィ
ランソロピー・セミナー（GPS；Global 
Philanthropy Seminar）が開催されまし
た。このGPSは新しく就任するE/MGA

（恒久基金／大口寄付アドバイザー）及
びEPNC（ポリオ根絶コーディネーター）

を対象としたセミナーで、今回は世界各地域の2025-26年
度から就任する次期E/MGA；20名、次期EPNC；16名が
参加しました。

E/MGAがロータリーの地域リーダーの一つの役目とし
て初めて任命されたのは2013年です。その後、日本の３地
域で基本的に３年おきに１名ずつが任命されてきました。
第１地域では私が５代目のE/MGAとなります。

今回のセミナーは、自身がガバナーエレクトとして参加
した国際協議会以来のグローバルなセミナーで、かつ、世
界のロータリーのトップリーダーの多くに出会い、交流す
るという大変貴重な経験でした。

ロータリー会員であれば多くが憧れるロータリー発祥
の地シカゴ近郊にある“ロータリー国際本部”。

ポール・ハリスら４人が初めて会合を開いた部屋が再現
されたOne Rotary Centerの１階にある当時のポール・ハ
リスの事務所前には、ポール・ハリスの銅像が出迎えてく
れている様に立っていました。

２日半のGPSでは、E/MGAとして今後どのように活動

去る７月13日(日)に、毎年恒例の３
地域合同公共イメージ向上セミナーを
実施し、100人以上の各地区のリーダー
に参加いただきました。信頼の証とし
てのエンブレム、すべてのロータリー
活動が公共イメージ向上につながるこ
と、そして広報と公共イメージ向上の
違いなどのお話と、公共イメージを向

上する５つの事例の発表をいただきました。終了後のアン
ケートで、全体としては高評価であったものの、フリーコ
メントで、「地区の活動の参考になるように事例を多くし
てほしい」旨の内容が多く、今後の参考にしていきたいと
思います。

このセミナーを踏まえ、公共イメージ向上を一言で言
えないか考えて見ました。ロータリー会員の皆様は、ロー
タリーにどんな人がいて、そして、成りたいロータリー
会員像をイメージできるはずです。しかし、一般の人々
はもちろん、これからロータリークラブに入会しようと
する人々にそれが伝わっているでしょうか。そして、ロー
タリーのエンブレムを見たときに人々は何をイメージで

していくのか、いかなければならないのかを学びました
が、大きく以下の３つのことを学びました。

その一つはチームワークの大切さです。恒久基金/大口
寄付の寄付者に限らず、財団への寄付への理解、促進す
るためには担当する地域、地区のRMC、RRFC、EPNC、
RPIC、地区ガバナー、地区財団委員長、恒久基金/大口寄
付小委員会委員長などとの連携が必要であり、また、前任
者や他地域の関係者との連携も大事であることを学びま
した。二つ目としてはエンドポリオ、恒久基金/大口寄付
への理解促進のためにはストーリーが大切であるという
ことです。自分の経験から自分の言葉で伝えることの大切
さを学びました。そして３つ目はロータリーが提供してい
るツールを十分に利用することです。E/MGAとして閲覧
権限を与えられるデータについても関係者と情報を共有
しつつ、寄付者へのアプローチに繋げられるように検討し
ていきたいと考えています。

また、GPS全体として感じたことは、主催している側も
参加している側も、みんながフレンドリーで自由に発言で
き、共感する雰囲気が出来上がっていたことです。そのお
陰で、自分なりに各セッションの討議において積極的な発
言ができたと思います。

このセミナーで学んだことを活かし、３年間の責務を全
うできるように務めたいと考えていますので、どうぞ皆様
のご指導ご鞭撻、そして何よりも大口寄付へのご協力をお
願いいたします。

きるのでしょうか。人々は、ロータリーを世界で、日本
で、地域でよいことをしている組織と認識してくれてい
るのでしょうか。ポリオ根絶を目指す、平和を構築する、
DEIを大切にする、環境問題を考える、貧困問題を考える、
青少年をエンカレッジしている、海外からの留学生を支
援している、リーダーシップを涵養しているなど、、、の
組織と認識してくれているのでしょうか。ロータリーの
エンブレムを見たときに、信用・信頼という言葉が出て
くるのでしょうか。

もし、そうではないのならば、それを作り出すための奉
仕と公共イメージ向上戦略が必要になるに違いありませ
ん。なぜならば、私たちはロータリー会員として、この組
織に所属している意義と誇りを持ちたいからなのです。

そういった意味で、私たちが創り出さねばいけないの
は、ロータリーのエンブレム＝信頼の証なのではないで
しょうか。あのエンブレムのラペルボタン、旗を見たら「信
頼に足りる人たちだ。」と認識されるために、私たちはイ
メージを向上させる取り組みを人に見せ、一人一人が仕事
で、日常で、そして奉仕で実践すべきなのです。まさに私
たちの生き方、そのものになるのかもしれません。
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Region 1 , 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS 発行：Region 1 , 2 & 3
RMC、RPIC、RRFC、E/MGA、EPNC
行動計画推進リーダー
国際大会推進チーム

2025年９月号

第３地域 ロータリー会員増強コーディネーター　中川 基成（あすかRC）

コーディネーターNEWS2025年９月号
地区HP掲載 QRコード

これをお読みのシニアロータリー会
員の皆様が、あらためてロータリーの
ことをあまり知らない方々にロータ
リーへの入会を勧誘される場合どのよ
うなお話をされるでしょうか？ また、
入会したもののロータリーに馴染まず
退会を検討される方々には、どのよう
な話をされるでしょうか？ どちらも特
別な個人事情もありますので、簡単な
話ではないと思います。ましてや、ロー

タリーに対して誤解や思い込みなどがありますと、それを
解いて正しく理解していただくのに苦労します。

その際に、最も大事にしたい基本的考え方は、つまると
ころEnjoy Rotaryではないかと思います。では、ロータリー
を楽しむとは具体的にどういうことでしょうか？

私は、ロータリーを学び、行動し、発信することを下
の循環図のようにロータリー活動の中にとどまらず、そ
れぞれの職場や家庭や生活の中で回していくことであり、
ロータリーを楽しみつつロータリーの中核的価値（Core 
Values）が増大していくことと考えます。（この Core 
Valuesこそ正しく理解する必要があるのですが、ここで
は紙面の関係上、私の解釈は省きます。）

ロータリーを通じて人としての生き方を学び、様々な奉
仕を通じて地域社会や世界の平和に貢献して、ロータリー
の価値に共感する仲間を増やしてロータリーの奉仕の輪
を広げていくことができればロータリー活動は何と楽し
いことでしょうか。

◆８月地区活動記録
日　　　時 行　　　事　　　名 場　　　所

 2 （土） 16：00～18：30 第１回国際奉仕委員会全体会議 民宿  魚春
 8 （金） 17：30～19：30 第１回規定審議委員会 地区事務所会議室
 9 （土） 16：00～18：00 第３回米山記念奨学委員会 都ホテル尼崎
17（日） 15：00～17：00 第２回DEI委員会 貸会議室レンタルスペースジェム  3-D

20（水）
15：00～17：00 24-25年度奉仕プロジェクト特別会計委員会 監査 地区事務所会議室
17：00～18：30 第１回公共イメージ委員会 貸会議室レンタルスペースジェム

23（土）

14：00～18：00 第２回RLI委員会 センタープラザ西館貸会議室  ２､５､７号室
15：00～17：00 インターアクト顧問教諭並びにロータリアン合同研修会 西村屋和味旬彩
16：00～17：30 第２回職業奉仕委員会 貸会議室レンタルスペースジェム  2-E
18：00～19：30 第２回同期会 勉強会 貸会議室レンタルスペースジェム  2-C

24（日）
10：00～12：00 第３回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル  松・竹
13：00～15：00 第１回青少年交換来日生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル  生田

26（火） 18：00～19：30 第１回環境小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ジャスミン
28（木） 16：00～18：00 第２回資金推進・ポリオプラス・ロータリーカード推進合同小委員会 神戸三宮東急REIホテル  メイプル

もう一つ、ロータリーを語るうえで
大事にしたいことは、ロータリーのビ
ジョン声明をよく味わい、その重要性
を理解することだと思います。

Vision Statement:
Together, we see a world where people unite and 

take action to create lasting change—
across the globe, in our communities, and in 

ourselves.
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、

持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合っ
て行動する世界を目指しています。」

今年の会長メッセージ“Unite for Good”はこのビジョ
ンの核心を端的に言い表したものです。

自分自身や自分の所属するクラブや会社・組織の中で良
い変化を生み出すことに取り組むことで、より魅力ある
ロータリーを体現できるならば、それに共感する人々に対
して、ロータリークラブへの入会勧誘や退会防止にも説得
力を持って効果が期待できるのではないでしょうか。

いずれもロータリーを語るうえで、きわめてシンプルで
基本的なことですが、改めてその重要性を再認識したいも
のです。
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

大学
7/1入会

備酒　伸彦
生命保険
9/4入会

神田　恵子

8/28入会
女子大学私立
岡田　　誠

不動産
7/1入会

吉村佳奈子
電気設備工事
7/1入会

上林　将経

ファミリーレストラン
7/1入会

深田　美香
LPガス販売
7/1入会

江本　暁宣

加　古　川

9/2入会
循環器内科
市川　靖典

神　戸　東 神 戸 垂 水 明　石　北

北　　　条

和服販売
6/1入会

草野　由美
海運業
6/1入会

竹谷　方利

南　淡　路

農業普及事業
6/1入会

田中　優介

洲　　　本

信用金庫
7/1入会

田所　英司
外科
7/1入会

梅木　雅彦

仏教
7/18入会

西原　司朗

南　淡　路

信用金庫
8/1入会

杉本　勝則

龍　　　野 豊岡円山川

魚市場
8/5入会

谷岡　友作
日本旅館
6/6入会

滝川加恵子
信用金庫
8/1入会

藤谷　美穂

レストランチェーン経営
9/9入会

近藤亜希子

広告取扱
8/28入会

長村　直樹

ベネファクター マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

（三田）
今垣　　均

（神戸東）
道上　　明

（西宮恵美寿）
貴田　賢次

（姫路中央）
永井　久晴

（尼崎東）
田中　正喜

（甲子園）
天羽　公夫

電話事業
8/7入会

西村　宜子
鉄道運輸
8/28入会

平田　恭子
弁護士
8/20入会

山﨑　晴恵

伊　　　丹 宝　　　塚 神　　　戸

宝石・時計・貴金属販売
8/7入会

山田　　哲
（生野）
木村　嘉宏

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（加古川平成）
桃尾　直之

（加古川平成）
林　　知宏

（神戸東）
和田　真一

（生野）
間島　毅彦

（加古川平成）
榊　　　誠

（西宮）
林　　　功

（洲本）
木村　一郎

ポール・ハリス・フェロー

（神戸須磨）
門田　敬造

（洲本）
秦　紳一郎

（洲本）
番所　利行

（尼崎東）
勇　正一郎

（三田）
柴田　茂徳

（三田）
矢野　義之

米山功労者メジャードナー（11回） 米山功労者（9回） 米山功労者（4回）

米山功労者（1回）

（神戸東）
小林　一也

ご冥福をお祈り申し上げます

故 佐井　奇正 氏（神戸東）
７月21日　享年78
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大学
7/1入会

備酒　伸彦
生命保険
9/4入会

神田　恵子

8/28入会
女子大学私立
岡田　　誠

不動産
7/1入会

吉村佳奈子
電気設備工事
7/1入会

上林　将経

ファミリーレストラン
7/1入会

深田　美香
LPガス販売
7/1入会

江本　暁宣

加　古　川

9/2入会
循環器内科
市川　靖典

神　戸　東 神 戸 垂 水 明　石　北

北　　　条

和服販売
6/1入会

草野　由美
海運業
6/1入会

竹谷　方利

南　淡　路

農業普及事業
6/1入会

田中　優介

洲　　　本

信用金庫
7/1入会

田所　英司
外科
7/1入会

梅木　雅彦

仏教
7/18入会

西原　司朗

南　淡　路

信用金庫
8/1入会

杉本　勝則

龍　　　野 豊岡円山川

魚市場
8/5入会

谷岡　友作
日本旅館
6/6入会

滝川加恵子
信用金庫
8/1入会

藤谷　美穂

レストランチェーン経営
9/9入会

近藤亜希子

広告取扱
8/28入会

長村　直樹

ベネファクター マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

（三田）
今垣　　均

（神戸東）
道上　　明

（西宮恵美寿）
貴田　賢次

（姫路中央）
永井　久晴

（尼崎東）
田中　正喜

（甲子園）
天羽　公夫

電話事業
8/7入会

西村　宜子
鉄道運輸
8/28入会

平田　恭子
弁護士
8/20入会

山﨑　晴恵

伊　　　丹 宝　　　塚 神　　　戸

宝石・時計・貴金属販売
8/7入会

山田　　哲

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

（生野）
木村　嘉宏

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（加古川平成）
桃尾　直之

（加古川平成）
林　　知宏

（神戸東）
和田　真一

（生野）
間島　毅彦

（加古川平成）
榊　　　誠

（西宮）
林　　　功

（洲本）
木村　一郎

ポール・ハリス・フェロー

（神戸須磨）
門田　敬造

（洲本）
秦　紳一郎

（洲本）
番所　利行

（尼崎東）
勇　正一郎

（三田）
柴田　茂徳

（三田）
矢野　義之

米山功労者メジャードナー（11回） 米山功労者（9回） 米山功労者（4回）

米山功労者（1回）

（神戸東）
小林　一也

ご冥福をお祈り申し上げます

故 佐井　奇正 氏（神戸東）
７月21日　享年78

◆地区委員会 委員委嘱のご案内
審議会代表議員指名委員会	 委員長　　髙瀬　英夫（西脇）
	 委　員　　吉岡　博忠（伊丹）
	 委　員　　阪上　栄樹（宝塚）
	 委　員　　安行　英文（三田）
	 委　員　　矢坂　誠徳（神戸西）

地区事務所からのお知らせ
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　　  ガバナー  城　　守

※RSC＝ロータリー衛星クラブの略称　※宝塚ユニバースRSCの会員数は、宝塚RCの会員数に含まれます。

※RAC：2025年７月末の会員数
※2025年６月30日 尼崎西RAC　脱会

◆ロータリークラブ数 ………………………… 67RC
　　　　　　　　　　 ………………………… 1RSC
◆2025年７月１日　RC+RSC会員数 …… 2,397人
◆2025年８月末　RC+RSC会員数 ……… 2,445人
◆2025年８月末　RC+RSC女性会員数 …… 170人
◆期首からの増減（RC+RSC） ………………48人増
◆期首からの女性増減（RC+RSC） …………12人増

◆ローターアクトクラブ数 …………………… 8RAC
◆2025年７月末　RAC会員数 …………………31人
◆2025年７月末　RAC女性会員数 ……………12人
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高　　　砂
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加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
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三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
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洲　　　本
南　淡　路
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あわじ中央
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姫 路 中 央
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国際ロータリー第2680地区 ロータリークラブ　2025年８月会員数報告

8月の
入退会 8月末8月の

入退会 8月末

宝塚ユニバース
ロータリー衛星クラブ

国際ロータリー第2680地区 ローターアクトクラブ  2025年７月会員数

クラブ名 ７月末
会 員 数

総　数 うち女性
柏　　原RAC
豊　　岡RAC
芦 屋 川RAC
加古川中央RAC
合計 ８RAC

4
3
4
1

31

2
3
1
0

12

クラブ名 ７月末
会 員 数

総　数 うち女性
姫　　路RAC
神　　戸RAC
淡　　路RAC
神戸須磨RAC

6
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1


